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１．	
 はじめに 

この書は、ULISファシリティーで非冷却マイクロボロメーターアレイを使用したエレクト

ロオプティカル実験の方法を説明することを目的としています。次の各パラメーターは、

与えられた各コンポーネントについてテストされます。各検出器は、エレクトロオプティ

カル条件と結果を与える個々のspecific test report(STR)で実行されます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．	
 参考資料 

[1] NT04173-1 Technical note EXTERNAL OFFSET AND GAIN ADJUSTMENT. 
 

３．	
 ツールと環境定義 

全ての製品について、ツールの機械的定義を、以下に示します（寸法 mm）： 
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フォーカルプレーンアレイ（FPA）は、直径（φ）24mm の pupil stop(ひとみ孔絞り)から距

離（d）24mmのところにあります。どんなレンズも用いることなく、黒体はできるだけpupil 
stop の近くに置かれています。 
従って、ｆ‐ナンバーは d/φ比によって定義されます。その結果、測定は、F/1 f‐ナンバ

ーで実行されます。 
スライディングギアに取り付けられた２つの黒体（20℃と 35℃）は応答度を測定するの

に使用されます。 
FPA は、±10mK よりも良い安定性で 30℃か 40℃のどちらかの一定温度で（TEC ある

いはヒーターを使って）安定しています(温度は STR に与えられます)。  
 
４．	
 エレクトロオプティカルパラメーター  

4.1 応答（感度）定義  
応答度の決定は、300K 付近で選択された２つの黒体温度(T1,T2)のそれぞれにお

いて（T1=293K,T2=308K）拡張された黒体ソース稼動エリアのイメージへの FPA の

応答を測定することによって実行されます。それぞれのピクセルの応答は（１）式か

ら決定されます。  
 
 
 
 
 
Vi

T（x,y）は、温度 T で赤外光源が稼動する黒体への FPA 出力電圧（フレーム i）と

して定義されます。 
照射の不均一性は、主要なピクセルと比較される各ピクセルのために定義された

規格化された立体角係数 Ωnorm(x,y)で考慮されます。Ωnorm(x,y)は、cos4θ（x,y）に

近づく法則によって定義できます。θは、ピクセル（x,y）から pupil stop による境界を

示した角度です。 
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従って、平均 FPA 応答度（STR で与えられる）は、式（２）で決定されるように、すべ

ての稼動可能なピクセルの応答度の平均です。 
 
 
 
 
 
NopはFPA上の稼動可能な数を示しています（オペラビリティーの項を参照）。測定

中の機械的なツール加熱を避ける為に、1 個のフレームだけが各温度で記録され

ます。単位は mV/K です。この測定の精度は、約３%です。 
 

4.2 NETD 定義  
NETD は、20℃の黒体の前の測定された FPA RMS ノイズ電圧(µV RMS)と、測定

された FPA 応答度（mV/K）の比として定義されます。マイクロボロメーターがウィン

ドウレベルで検出できることは最小温度変化に相応しています。 
 

ノイズの定義 (一時的ノイズ) 
FPA RMS ノイズ電圧は、それぞれのピクセルの標本分散の平方根を計算するとき

50 個の隣接フレームへの時間間隔上で全てのピクセルの出力を最初に測定し、

そして最後に全てのピクセルの標本分散の FPA を計算することによって決定され

ます。 
 
 
 
 
Vi(x,y)は、時間 i と N=50 におけるピクセル（x,y）の出力電圧です。(この場合、フレ

ーム振動を除きません。即ち、低周波数ノイズを差し引きません。) 
NETD 計算は、式(4)のように各ピクセルについて実行されます。そして平均 NETD
値は式(5)で与えられます。 
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N’op は、NETD の点から FPA 上の稼動可能なピクセル数です（オペラビリティーの

項を参照）。単位は mK です。この測定の精度は 5％未満です。 

 

4.3 ダイナミックレンジ定義  
このパラメーターは、瞬間に起こっている直線的なダイナミックレンジではなく、真

のダイナミックレンジに対応しています。確かに、瞬間に起こっているダイナミックレ

ンジは、不均一ピクセルを差し引いた後の測定された FPA 最大出力電圧と平均

FPA 応答度の間の比率として定義されています。そして応答度データが直線的に

フィットすることが仮定されます。事実上、より正確にするために、私達は真のダイ

ナミックレンジを決定するためにプランクの法則を考慮しなければなりません。 
 

ウィンドウレベルでのダイナミックレンジは、次のことを考慮することによって利用可

能な場面温度レンジに対応します。 
   －平均応答度 
   －分散ピーク間の出力電圧 
   －プランクの法則 （正しい方法で、出力電圧ｖｓシーン温度を推定する） 
単位は℃です。出力ダイナミックレンジは評価され、規定値と比較されます。；各製

品の技術仕様書を参照してください。 
 

注意事項：STR での推奨値から VSKIMMING バイアス値が変化するとき、あるいは

VFID バイアス値の減少によって増大するとき、NETD 性能の犠牲においてダイナ

ミックレンジは上下にシフトします。（[1]参照） 
 
4.4 オペラビリティー定義  
ピクセルは、次の仮定で“稼動可能(オペラブル)”として考えられる。 

－その応答度が、0.8×平均応答度より大きく、あるいは 1.2×平均応答度より小さ

い。  
－その NETD は、関連したドキュメントで定義された 1.5×平均 NETD よりも小さ

い。 
従ってオペラビリティーは、ピクセル総数に対する稼動可能なピクセル数の比率で

す。 
 
オペラビリティーはパーセンテージで与えられます。 
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付録：  SPECIFIC TEST REPORT 例 
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